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1．はじめに
年中行事や通過儀礼において、江戸時代の雑煮に

は松下1) によると地域性があり、江戸は切餅で菜を
入れて清まし仕立て、大阪は丸餅で味噌仕立てとい
うように、ハレの日の食事は日本各地で様々な形で
伝承されてきた。しかし、最近では、これらの伝統
的な行事食の伝承は曖昧になっていると思われる。
2005年7月食文化研究推進懇談会において、「国内
において、日本型食生活の崩壊が顕著になりつつあ
り、食事を原因とする生活習慣病などの蔓延が大き
な社会問題となっている。（中略）もてなしや礼
儀、思いやりという日本人本来の精神構造に裏づけ
られた、日本の食文化の伝統を次世代の国民に継
承、発展させていく努力が必要である。」と総論に
記され、日本の食文化伝承の危機を説いている。
江原ら2) によると日本食文化の現状として、「好

きなものを、好きなときに、好きなだけ食べる食生
活は、心身機能に大きな障害をもたらしている。
（中略）そして、噛まないために歯や顎が発達しな
い子どもたちなど、日常食のハレ食化と飽食に、身
体面でも、精神面でも、赤信号がともっているのが
現状といえよう。」と述べている。昭和初期以降の
食文化の変化について地域資料から中澤3)4) は、戦
後と現在に至る暮らしと食の変化の要因として①生
業の変化、②食料貯蔵の変化、③食品の購入の変
化、④作る楽しみを指摘している。その中で、かつ
ては自給自足の必要から栽培していた食材や食品の
自作が趣味的な楽しみとして継続していることや自
分で作ったものは安全で味も良いということが、
「作る楽しみ」として昔からの食を続けている大き
な理由としている。このように、様々な食に関する
問題が懸念され、日本風土に根付いてきた食文化が

変化している。しかし、現在の日本でどのような行
事食が作られ、食べ続けられているかについての調
査は少なく、秋山5) の史的な調査による一部の儀礼
などに止まっている。
そこで、日本調理科学会により平成21～22年度の

特別研究として「調理科学会特別研究行事食・儀礼
食調査」の全国統一調査用紙を使用し、研究メン
バーとして参加した。本研究は、「行事食・儀礼
食」について全国レベルで比較検討するための一躍
として、関東地域に居住する本学の家庭を対象に、
どのような行事・儀式に関して認知し、実際に経験
しているか、どのような行事食を食しているのかな
どについて現況を明らかにすることを目的とし、今
後の食教育について考察した。

2．方法
2-1．調査対象
調査は、本学食物栄養科の学生に調査票を配布

し、留め置き式、自記式質問紙調査を実施し、期間
は平成22年１月～3月とした。回収率は77.6%とな
り、有効回答数は194票であった。

2-2．調査内容
調査内容は、調理科学会特別研究「行事食・儀礼

食」において作成した調査票を使用した。調査票
は、1)調査対象属性、2)五節句などの年中行事で供
される食べ物の認知・喫食状況、3)通過儀礼に供さ
れる食べ物の経験からなる３部構成となっている。
年中行事としては、「正月」「人日・七草」「節
分」「上巳・桃の節句・雛祭り」「彼岸の中日・春
分の日」「端午・菖蒲の節句」「盂蘭盆・中元」
「七夕」「土用の丑」「重陽・菊の節句」「お月

戸板女子短期大学研究年報 ─ 第53号（2010） Bulletin of Toita Women’s College 53, 2010

1 ——



見」「彼岸の中日・秋分の日」「冬至」「クリスマ
ス」「大晦日」「春まつり」「秋まつり」を調査項
目とした。通過儀礼としては、「出産祝い」「お七
夜」「百日祝い」「初誕生日」「誕生日」「七五
三」「成人式」「結納」「婚礼」「厄払い」「還
暦・古希・喜寿・米寿などの長寿祝い」「葬儀」
「法事」を調査項目とした。

3．調査結果および考察
3-1．調査対象属性
調査対象の居住地域は、東京都、千葉、神奈川、

埼玉、茨城の関東地方であった（図1）。家族構成
をみると、四世代（n = 2）、三世代（n = 28）、二
世代（n = 69）、同世代（n = 81）と核家族化の傾向
を示した（図2）。職業区分は、学生約67%と半数
以上が学生であった（表1）。

3-2．年中行事における行事食
日本における行事は、中国の行事を記した「荊楚

歳時記」が奈良時代に日本に伝来し、鎌倉時代の
「年中行事秘抄」などに引用されていることから、
貴族社会の年中行事として執り行われていたようで
ある6) 。暮らしの中の暦について、明日香村の石神
遺跡で出土した木簡暦にも中国で使用されていた元
嘉暦が採用されていたことから、中国の神話や宗教
（仏教伝来：西暦538年）が伝来し、日本の信仰心
と融合し独自の行事に発展したと思われる。農耕民
族である日本では、四季による気候の変化により、
その年の農作物の収穫量が左右されることから、神
供をそなえて神々を祀り、災害や厄災から守護を祈
願することが行事食のはじまりと思われる。柳田國
男も「年中行事覚書」7) において、江戸幕府の初期
に五節供（「節句」と同義）を決めて祝賀に行くべ
きものという話について、節供の目的は必ずしも腹
一杯、食べて楽しむということではなく、同じ単位
の飲食物、例えば一つ甕に醸した酒、一つの甑で蒸
した強飯、一つの臼の餅や一畠の瓜大根を、分けて
双方の腹中に入れることは、そこに眼に見えぬ力の
連鎖をつくるという古い信仰が根本にありと記して
おり、神仏とともに供することが節供のはじまりで
あったと考えられている。
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図2．調査対象の家族構成（n = 194）

表1．調査対象の職業
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図1．調査対象者の住居地区（n = 194）
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年中行事17項目について、その行事を知っている
場合の「認知」、その行事を実際に経験している場
合の「経験」について、調査結果を以下に示す。
表2から、年中行事の「認知」の割合を見てみる

と「正月」「節分」「七夕」「お月見」「クリスマ
ス」「大晦日」は約90％以上、次いで「七草」「上
巳」「節分」「彼岸(春・秋)」「端午の節句」「土
用の丑」「冬至」が約70%以上、「盂蘭盆」は約
53％と知っている人と知らない人がほほ半数であっ
た。しかし、「重陽の節句」は約16%、「春のまつ
り」「秋のまつり」も約26%と他の行事に比較して
低い「認知」であった。
「春のまつり」「秋のまつり」について「認知」

が低い理由としては、歴史的背景に神道と仏教が融
合した信仰形態の変化8) が影響していると思われ
る。
わが国は、昔から稲作が発達し定住を強いる農耕

の生活に先祖代々の観念が定着していた。その後、
江戸時代の幕藩体制により村割りがなされ、土地の
開墾を共同で行った一族郎党の血縁神が祖霊信仰を

深め、土着の自然信仰を取り入れ「神仏習合」の信
仰形態を生みだしたのである。村の共同体はまつり
という信仰行事を行い、その土地に代々住む人が慣
習に従って実務を担っていた。このような村への帰
属意識は強く万物の神に対する信仰観念も強かっ
た。人々が恐れたのは天変異変であり、豊作を祈願
することである。そこで、春のまつりや秋のまつり
などは折目・節目に生じ、それを毎年定期的におこ
なわれるようになったのである。このようなそれぞ
れの村で発生的に生じた行事は、太陽を崇める春分
や秋分の行事は仏寺のお彼岸会と習合し、神社の例
祭に吸収され村ごとの行事は神社で行う行事となっ
てきたようである。そして、明治政府による「神仏
分離」はさらに行事を変容させ、現代においては、
「春のまつり」「秋のまつり」は神社神道に位置付
けられ、「認知」が低くなったひとつの要因と推察
できる。
「重陽の節句」は、中国の陰陽五行思想から由来

した言葉であり、平安時代に観菊の宴と呼ばれ、杯
に菊の花を浮かべ酒を酌み交わし長寿を祝う行事9) 
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表2．年中行事の認知・経験状況
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である。厚生労働省の調べによると、平成21年の日
本人の平均寿命は男性79.59歳、女性86.44歳であ
る。医療技術の進歩などにより平均寿命は伸びる傾
向にある。日本には還暦という慣習があるが、これ
は60歳を迎えた人が生まれた年の干支を迎えて心機
一転始めるという意味が含まれ、赤いチャンチャン
コを着て「もう一度生まれ変わって出直す」という
祝いである。江戸時代までは人生五十年といわれる
ほど平均寿命は短かったが、近年の長生きの傾向に
より、長寿を祝う「重陽の節句」は、実質的な意味
においても人生の通過点のお祝となり、「認知」の
低い傾向を示したのではないかと推察される。
「経験」している行事については、「正月」「ク

リスマス」「大晦日」は約90%以上の人が行事とし
て経験しており、「上巳」「節分」「土用の丑」は
約70%以上の人が経験していた。その他の行事は半
数以下の割合を示した。とりわけ「重陽の節句」
「春まつり」「秋まつり」は約10%と低い値を示し
た。この結果は、「認知」同様であった。
以上の「認知」と「経験」の割合を比較し図3に

示した。その中で、現代の「年中行事」としてポ
ピュラーな行事としては、「お正月」「クリスマ
ス」「大晦日」であった。そして、約90%の人が
知っているのにも関わらず、「経験」は約50%を示

し、知っていても何もしないという行事は「七夕」
と「お月見」であった。これらの行事は遊戯的傾向
が強く、「七夕」は願い事を短冊に書き、笹竹に結
びつけて七夕飾り、「お月見」は月を拝み十五夜を
観賞する行事であり、食を共にして祝うというより
も個人の願いを尊重し、個々の嗜好性により行事と
して実践するかを決定していると思われ、親世代か
らの伝承が強く影響している行事であると思われ
た。
年中行事における行事食は、「神人共食」にあ

り、供物と御馳走は欠かせないことである。節供の
ご馳走は、季節がもたらしてくれた旬の食材などが
主流であり、「役者の新年」10) 二代目歌川国定画
（1863年）には、大皿に刺身、蓋つき器には煮物が
描かれており、旬の海の幸や山の幸をご馳走にして
いたようである。現在は、「餅」と「酒」は祝い事
には欠かせないご馳走であり、行事にも見られる共
通の食である。
年中行事食の喫食状況を表3-1，3-2に示した。

「毎年食べる」行事食としては、「大晦日」の「年
越し蕎麦」77.3%、「クリスマス」の「ケーキ」
77.3%、「お正月」の「雑煮」72.2%・「黒豆」
61.3%・「数の子」54.6%、「人日」の「七草粥」
52.1%「クリスマス」の「鶏肉・七面鳥料理」45.9%
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図3．年中行事の認知と経験の比較（n = 194）



であった。祝い事には欠かせなかった「餅」と
「酒」としての「上巳」の「白酒」と「草餅」や
「端午の節句」の「菖蒲酒」と「柏餅」を食してい
る人は約30%以下を示した。これらの結果から、餅
を神棚や床の間に供え神と一緒に相伴して祝うとい
う本来の行事のしきたりは、かなり変化していると
推察される。餅類の中でも、先祖の供養をしたり墓
参りをしたりするお彼岸「春分の日」「秋分の日」
には「ぼた餅」や「おはぎ」は、「毎年食べる」約
20%と精進料理などの行事としての食事よりも多
かった。お菓子感覚で食する餅類が比較的手軽に購
入して食べることができることや、先祖供養の風習
を重んじている家族であることや「暑さ寒さも彼岸
まで」というように季節感を感じる風物詩的意識で
あることなどの要因から、一部の家庭の中では定着

している「行事」と推察できる。
さらに、「毎年食べる」と回答した合計数（複数

回答）の多い行事は、「正月」466名、「クリスマ
ス」239名、「大晦日」173名、「上巳」162名、
「節分」138名であった。この結果から、ハレ食と
一緒に行われている「行事」、「正月」「クリスマ
ス」であると推察できる。
「毎年食べる」行事食の喫食形態状況を見てみる

と、「年越し蕎麦」「お雑煮」「七草粥」は「家庭
で作る」ことが多く、「ケーキ」「鶏肉・七面鳥料
理」は「買ってくる」ことが多い料理であった。
「お雑煮」については、「家庭で作る」に次いで
「実家や親戚などで食べる」と回答した人が多かっ
た。塩谷11) の調査からも正月料理が家族確認のため
の唯一の機会となっているとしているが、本調査に
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表3-1．年中行事の喫食状況



おいても行事食として食べ継がれているものとし
て、「正月」の「雑煮」は家庭の味であると推察さ
れる。
一方、図4に示すように行事の影響を受けている

のは「母方」が66%と回答から、「行事食」につい
ては、母親の食経験が多分に影響をもたらすであろ
うと思われた。
3-3．通過儀礼における儀礼食
通過儀礼13項目について、その儀式を知っている

場合の「認知」およびその儀式を実際に経験してい
る場合の「経験」について、調査結果を以下に示
す。
通過儀礼において、「出産祝い」などの儀礼は

「認知」約80%～97%を示し、広く知られている
が、「認知」の低い儀礼として「お七夜」44.8%と
「百日祝い」55.2%であった（表4）。「認知」の低
い「お七夜」は、生後７日目にお赤飯を炊いて生存
を祝い、この日「命名祝い」が行われる儀式12) であ
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表3-2．年中行事の喫食状況



ると言われている。また、「百日祝い」は、誕生し
てから100日目に「お食い初め」として子どもが一
生食べるものに困ることなく、健やかに育つことを
願う儀式であり、三重県南町では、「お食初め」で
子どもに食べさせる役は産婆、女仲人、嫁の母親な
ど女性たちが集まり、それぞれ赤ん坊の口に入れる
所作をしたとか、三重県熊野地方では祖母が一口噛
み砕いて子の口につけて食べる動作をした13) ようで
ある。このように、「お七夜」「百日祝い」の子ど
もの成長を祝う通過儀礼は、親よりも周りの近親縁
者が祝うことが慣習であったことから、同世代・二

世代が約77%を占める本調査対象においては、「認
知」が低い結果を示したと推察される。「経験」し
ている儀式の中で、「誕生日」「七五三」は、約
97%を占め、大部分の家庭で行われている儀礼で
あった。その反面「お七夜」「結納」は約30％以下
を示した。
また、図5に「認知」と「経験」を比較してみる

と、「誕生日」と「七五三」はほぼ一致しており、
儀礼として認識し儀式をおこなっている儀礼であっ
た。しかし「結納」と「長寿」については、認識は
しているが経験していない儀礼であった。これは、

「行事食・儀礼食」調査研究の一考察
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図4．行事食の影響（n = 194）
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調査対象が短大生であったために年齢的に結婚など
の経験をしていない点、また、核家族社会の中で、
親族同士の付き合いが疎遠になっている場合または
慣習化されていないなどの要因が推察される。
さらに、本調査の通過儀礼の「認知」と「経験」

の相関関係をみると、r = 0.6286（相関係数）と低
い相関関係を示し、「認知」と「経験」の間には、
ある一定の関係を見出すことはできなかった。しか
し、「お七夜」「百日祝」「初誕生」について同様
に相関関係をみると、r = 0.9927と極めて高い相関
が認められた。これは、神崎14) も言及しているが、
「お七夜」「百日祝」「初誕生」の「通過儀礼」は
「生まれるとき」の儀礼であり、本人が意識してい
ない状況で本人が覚えていることもなく行事への参
加意識や記憶がほとんどない儀礼であることが要因
のようである。
「子どもの通過儀礼」は、病気に対しての免疫性

の弱い幼児の健やかな成長を人々によって加護にす

がらざるをえないほどの切実な願いであったため、
７歳までの折目・節目に祝いの行事が派生した。し
かし、医療制度が整ったことで、幼児の死亡率が減
少し、七夜・名付け宮参り・食い初め・歯固め・初
節句・などは簡略化、形骸化し、家人や縁者が取り
仕切って行われていた儀礼は、その儀式の本来の意
義とは違うかたちで遊戯化していると思われる。そ
のため、「お七夜」「百日祝」「初誕生」において
は「認知」は高いが、「経験」は低いという傾向が
生み出された背景と思われる。
長寿の祝いとしては、「重陽の節句」よりもより

高齢を祝う「古希」「喜寿」「傘寿」「米寿」「卒
寿」「白寿」「上寿」などの「長寿」の方が一般的
な行事として「認知」されていた。しかし、「長
寿」86%の「認知」に対して、「経験」していると
回答した人は約34%を示し、前述の寿命の延命化と
本調査における三世代・四世代の家族構成が15%と
いう低値が「認知」と「経験」の差を引き出してい

佐藤幸子・山本千華・加藤里美・高梨萌・渡邉綾香
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表5．通過儀礼の料理内容



る要因と思われる。
また、「子どもの通過儀礼」の「七五三」は、

「認知」「経験」とも約96％示し、通過儀礼の中で
現在でも受け継がれている儀礼であることが推察さ
れる。これは、もともと「七五三」という儀礼は江
戸時代の武家社会において男子５歳を袴着の祝い、
女子七歳を帯解きの祝いとしてその年まで着ていた
童衣をやめて、成人と同じ様式の着物にかえる習慣
が伝わったものであり、「江戸府内絵本風俗往
来」15) にも見られるように、そこに町人社会で晴れ
着の華美を競い、今日の遊戯化した祝儀に変化し、
商業的意図も加味され、現在に引き継がれた儀礼と
推察できる。
「子供の通過儀礼」中では、「誕生日」「七五

三」は、遊戯化された儀礼ではあるが、現在も「年
祝い」として親しまれている。その食事内容は表5

に示したように、オムライスやピザ、中華料理など
多種多様化している傾向を示し、「ハレ」の日とし
て神聖な食べ物である赤飯や餅を食べたりして祝う
神仏加護という思想16) とは異にした子供たちの好き
なものを食べてお祝いするというパーティー料理が
主体のように変化していると推察される。
一方、これまでの通過儀礼の大部分は家族や本人

が取り仕切る儀礼であるが、現代社会においても第
三者に委ねる儀礼である「葬儀」は通過儀礼の中で
は独特な変化2) をもたらしたと考えられる。それ
は、近隣の手伝いで葬式の準備や台所のまかないを
行っていた相互扶助の方式から葬儀社や仕出し屋に
注文する方式に変化し、商品化傾向を示している。

表5の調査結果からも、お寿司などを「通夜ぶるま
い」として供されており、その食事内容を見てみる
と野菜や大豆などの植物性食品を使い、調味料も昆
布出汁や胡麻油などしか使わない精進料理とは限ら
ず、葬儀業が本格的に展開していると推察される。
本来、通過儀礼における儀礼食は、農耕民族であ

る日本人が自然の現象や山川草木など共存するあら
ゆる事象に神を見出し、敬うことから独自の信仰心
をもって、「生」と「死」のしきたりから生まれた
ものであった。そして、日常の生活に変化もたらす
ために特別な「ハレ（晴れ）」の日に、神聖な食べ
物を神とともに食べることで感謝と祈りを捧げてき
た。しかし、本調査結果からも、「認知」と「経
験」を知ってはいるが経験していない儀礼が認めら
れることから、親から子へ受け継がれてきた通過儀
礼は形骸化され、儀礼食の内容も変化してきたよう
である。例えば、「誕生日」には「ケーキ」や「子
どもの好きな食べもの」という自由記述があり、伝
統的な料理というよりも各家庭独自のスタイルに変
化してきたと思われる。
次に、「行事食」の中で比較的喫食の割合が多

かった料理について、その喫食状況について比較し
た。喫食状況は、「家庭でつくる」「他人・親戚か
らもらう」「買う」「実家・親戚などで食べる」
「外で食べる」の５つの項目とした。回答形式は、
複数回答とした。
まず、「年越し蕎麦」の喫食状況を見てみると、

「家庭でつくる」141人と最も多く、回答数の73%

を示し、次いで「買う」が41人（22%）であった

「行事食・儀礼食」調査研究の一考察
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図6．大晦日における年越し蕎麦の喫食状況（複数回答）
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（図6）。「年越し蕎麦」については、茹で蕎麦や
生蕎麦を買ってきて、各家庭で清まし汁をつくり、
「年越し蕎麦」として家族で食していると思われ
る。「年越し蕎麦」の調理操作は、出汁をとり清ま
し汁を作るという比較的単純な作業であり、「茹で
蕎麦」「生蕎麦」などの蕎麦麺類も手軽に購入でき
る加工品として普及しているため、容易に利用しや
すいことが要因と考えられる。
次に、「クリスマスにおけるケーキ」の喫食状況

を見てみると、「買う」127人、次いで「家庭でつ
くる」57人であった（図7）。一般的なクリスマス
ケーキの調理工程を考えると、生地をつくりオーブ
ンで焼きデコレーションをするまでにかかる時間
は、おおよそ2時間前後かかると考えると、前述の
「年越し蕎麦」と比較すると、作る手間がかかり、
調理技術が必要とされる点で、約66%の人が「買
う」という回答であったと推察される。クリスマス

における「鶏肉・七面鳥料理」の喫食状態も、クリ
スマスケーキの喫食状況と同様の傾向を示した（図
8）。これらのことから、喫食状態の傾向として
は、調理時間を要する調理工程や専門的な調理手法
を伴う「行事食」は、「つくる」より「買う」人の
割合が多くなると思われる。
最も喫食の割合が高かった「正月における雑煮」

の喫食状況をみてみると、「家で食べる」136人に
対して、「外で食べる」と回答した人は皆無であ
り、「雑煮」は行事食として「作る」ことが定着し
ている料理であることが推察される。次いで、「実
家・親戚などで食べる」の回答が32人を示し、家
族単位で行われる行事であると思われ、今でも家
庭で伝承されている行事食であると推察される
（図9）。
人日における七草粥の喫食状況は、「家庭で作

る」79人と全体の88%を示し、「雑煮」の喫食状況

佐藤幸子・山本千華・加藤里美・高梨萌・渡邉綾香
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図7．クリスマスにおけるケーキの喫食状況（複数回答）
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図8．クリスマスにおける鶏肉・七面鳥の喫食状況（複数回答）



と同様の傾向が見られた（図10）。しかし、回答数
を比較すると、「雑煮」179人に対して「七草粥」
90人と約50%を示し、行事食としては伝承されてい
るとは言えない状況であった。
以上のことから、「お雑煮」「七草粥」は「家庭

で作る。」と回答した人が多く、この結果からみる
と一部の「大晦日」「正月」「人日」の「行事」
は、「食事」つくり、家庭で伝承されている「行
事」と考えられ、特に「雑煮」は「実家・親戚で食
べる人」と「家庭で作る人」が、回答者数の95%を
占めていることから、食文化の伝承が裏付けられた
結果であると推察できる。一方「クリスマスケー
キ」「クリスマスの鶏肉料理」は家でつくるよりも
購入していると回答した人が多かったことから、外
食産業の発展がもたらす食環境や核家族などの家族
構成の変化が、伝統的な儀礼食の内容に変化をもた
らしていると考えられる。

4．まとめ
調理科学会特別研究「行事食・儀礼食」の関東支

部調査を実施した。194名を対象として、五節句な
どの年中行事で供される食べ物の認知・喫食状況お
よび通過儀礼に供される食べ物の経験の有無につい
て調査し、「行事食・儀礼食」について「行事・儀
式」と「食」の関連性を検討し、以下の結果を得
た。

1. 年中行事17項目について、「認知」の割合を
見てみると「正月」「節分」「七夕」「お月
見」「クリスマス」「大晦日」は約90％以
上、「重陽の節句」は約16%、「春のまつ
り」「秋のまつり」も約26%と低い「認知」
であった。「経験」の割合は、「正月」「ク
リスマス」「大晦日」は約90%以上、「重陽
の節句」「春まつり」「秋まつり」は約10%

「行事食・儀礼食」調査研究の一考察
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図10．人日における七草粥の喫食状況（複数回答）
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図9．正月における雑煮の喫食状況（複数回答）



と低い値であった。
2. 年中行事の「認知」と「経験」の結果につい
て比較してみると、現代の「年中行事」とし
てポピュラーな行事として「お正月」「クリ
スマス」「大晦日」であった。

3. 年中行事食の喫食状況は、「毎年食べる」行
事食は「年越し蕎麦」77.3%、「クリスマ
ス」の「ケーキ」77.3%、「お正月」の「雑
煮」72.2%であった。「春分の日」「秋分の
日」の「ぼた餅」や「おはぎ」は、「毎年食
べる」約20%と精進料理などの食事よりも多
かった。

4. 「認知」の低い儀礼として、「お七夜」
44.8%と「百日祝い」55.2%であった。「経
験」している儀式の中で、「誕生日」「七五
三」は、約97%を占め、その反面「お七夜」
「結納」は約30％以下を示した。

5. 通過儀礼13項目について「認知」と「経験」
の割合を比較してみると、「誕生日」と「七
五三」は儀礼として認識し儀式をおこなって
いる通過儀礼であった。

6. 通過儀礼の「認知」と「経験」の相関関係を
みると「お七夜」「百日祝」「初誕生」にお
いては「認知」は高いが、「経験」は低いと
いう関係が認められた。

7. 通過儀礼における儀礼食は、「誕生日」には
「ケーキ」や「子どもの好きな食べもの」と
いう自由記述があり、伝統的な料理というよ
りも各家庭独自のスタイルに変化してきたと
思われる。

日本の食文化は日本の歴史と環境から生み出さ
れ、有史以来の食の歴史から、日本の食に影響して
いるものとして、石川17) によると、①「食を営む
人々の意識，姿勢によってもたらされる変化」、
②「社会進歩，発展が食生活に直接・間接にもたら
した変化」「生活手段の進歩，生産の増大，機械
化」、③「異文化との接触による変化」の３つを挙
げている。
今回の調査では、伝統的な行事を共有する場が変

容し、それに伴う食のしきたりも食環境の変化に伴
い、変容していることがわかった。しかし、人から

人へと伝承を通して共に学び、習い、体験すること
で「生」に対する活力や慈しみ、情愛が生まれ、生
きるすべを学ぶ手段であったと思う。そういう意味
で、伝統的な行事・儀式は大事な役割を担っている
と考える。このような食環境の現状を踏まえ、下
村18) は食教育の大切さを述べ、次のように次世代の
課題を提言している。社会生活と関係をもたせた日
本独自の年中行事には、正月の雑煮、人日の七草粥
などの特別な食物が作られると行事は続く。また各
家庭の行事、人生の節目に当たるときの通過儀礼な
どそれぞれの習慣として伝えられている独特の食べ
物を用意し、家族とともにその行事の意味を確か
め、人生を豊かに生きることが課題であり、身近な
食文化を学ぶことが重要であると述べている。平成
22年5月発行「高等学校学習指導要領解説　家庭
編」19) においても、「家庭総合」科目の内容の構成
と取り扱いに関して、「ア　食生活の科学と文化」
の中で、（ウ）食生活の文化「食生活の文化的な側
面について、行事食や郷土食及びその由来, 地域の
気候風土で培われた伝統的な加工食品などに関心を
もたせ、それらの中の生活の知恵が生かされている
ことを考えさせる。また、それぞれの地域で伝承さ
れてきた行事食や日常食を取り上げ、調理実習を通
して食文化を主体的に継承することの意義について
考えさせる。」と掲げている。
家庭内の食教育が思うように機能していない現状

において、伝統的な行事を親から伝承するには心も
とない環境である。私たち教育現場として、地域の
人々と共に、伝統的な行事などを伝え、食文化を自
ら体験して学ばせる姿勢が重要であり、今日の食教
育に必要なのではないかと考える。本調査研究を
終え、食文化体験を取り入れ、地域の職人さんに
支援を受け展開している本学食物栄養科「食育演
習」20)21) は、食文化の伝承を担う重要な教育プログ
ラムであり、重要であることの思いをあらためて強
くした。
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Research on “Celebration Menu/Ceremonial Cuisine”

Sachiko Sato, Chika Yamamoto, Satomi Kato, Moe Takanashi, Ayaka Watanabe
Department of Nutrition and Food Science, Toita Women’s College

Summary

This study was made by means of surveying using questionnaires to women's junior college students.
Responses on how much the students know about celebration menu and ceremonial  cuisine which 

developed in the history of Japanese food culture, and also if they consume such food in their daily  meal 
today, were compiled and analyzed. As a result, approximately 90% responded that they eat  Celebration 
Menus for "New Year holiday", "Christmas" and “New Year's Eve”.

However, as  for the special dishes for New Year's Day (osechi) eaten during the New Year holidays, 
approximately 50% responded that they do not prepare these dishes at home, but purchased them ready-made.

For the equinox day, most  people did not  eat the traditional vegetarian menu (shohjin ryohri), and instead, 
approximately 20% responded that they eat  rice cake or rice dumpling covered with red bean jam (botamochi 
and ohagi respectively) .

Keywords:  Food culture（食文化）, Celebration menu（行事食）, Ceremonial cuisine（儀礼食）,

 Questionnaire（アンケート調査）

佐藤幸子・山本千華・加藤里美・高梨萌・渡邉綾香

—— 14


	研究年報2010
	5/33
	6/33
	7/33
	8/33
	9/33
	10/33
	11/33
	12/33
	13/33
	14/33
	15/33
	16/33
	17/33
	18/33


